
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 学年通信 

  学年主任  

       １１月１３日号 

      

ねらい ①八百津町出身の杉原千畝さんについて学ぶことができる。 

②八百津町の自然や施設を楽しみながら、安全に留意して散策することができる。 

③道中や施設の方にきちんとあいさつをすることができる。 

④仲間とマナーよく食事をとったり、レクを自分たちで行ったりして協力して活動するこ

とのすばらしさを感じることができる。 

⑤自分の役割をきちんとやり遂げることができる。 

 

日時   令和元年１1 月２2 日（金）    ＊お弁当が必要です。 

【小雨決行】      保護者の皆様よろしくお願いします。 

 

活動内容   ①人道の丘(千畝記念館)の施設見学 

       ②学年レクと昼食 

       ③町内の道路を通行する交通安全学習〔往路；班別移動、復路；学年集団移動〕 

 
日程    いつもと同じように登校 

８：１０ 朝の会（各教室） 

８：３５ 移動・出発（班ごとに自転車で移動） 

      ９：１０ 蘇水峡到着・出発（クラスごと班ごとに歩いて移動） 

      ９：４０ 杉原千畝記念館着 

     １０：００ ２グループに分かれて活動 １G 講義（各クラス１・２・３班） 

                        ２G 記念館見学（各クラス４・５・６班） 

     １０：４５ 交代           ２G 講義（各クラス４・５・６班） 

                        １G 記念館見学（各クラス１・２・３班） 

     １１：３０ 昼食 

     １２：４５ 学年レク 

     １４：３０ 片付け 

     １４：４５ 人道の丘公園出発 

     １５：１５ 蘇水峡到着 学年帰りの会 

     １５：３５ 解散 

服装   ジャージ、体操服、（必要なら 防寒着、帽子） 

持ち物  第１カバン or サブバック、カッパ、水筒(お茶)、弁当、 

タオル、ハンカチ、ティッシュ、筆記用具、総合ファイル、レクに必要な物 

 
「人道の港 敦賀ムゼウム」 と 「人道の丘 杉原千畝記念館」 

杉原千畝さんについては小学校の頃から学んできていることと思いま

す。敦賀ムゼウムでは、杉原千畝さんが発給したビザを持ち、日本に上陸

したユダヤ系避難民のその後を学ぶことができました。千畝さんからもら

ったたった１枚のビザからたくさんの命がつながっていきました。子ども

たち、孫たち、ひ孫たちの大家族に囲まれて幸せな笑顔をみせる人たちが

たくさんいました。そんな命のつながりを敦賀ムゼウムで学んだ今、小学

校の頃とは違った目線で杉原千畝さんのことを見ることができるのでは

ないでしょうか。「八百津を知る」とてもいい機会になること間違いなし。 

＜資料１＞ １１月２２日 杉原千畝記念館 見学 


